
４月 19 日に小学校 6 年生と中学校 3 年生を対象に実施された全国学力・学習状況調査の結果が、９月

29 日に文部科学省から公表されました。今年度は、国語と算数の２教科が実施され、それぞれ A 問題（主

として知識に関する問題）と B 問題（主として活用に関する問題）の 2 種類に取り組みました。併せて

実施された児童質問紙とともに、児童の学力や学習状況等を把握するものとなっています。 

本校では、国語 A・B、算数 A・B のすべてにおいて、全国や山口県の平均正答率を上回り、これまで

の取組の成果が表れた結果となりました。    

【教科の結果】                         

                            国語も算数も、多くの情報の中から必

要な                          な情報を取り出すことはできていました。          

                           しかし、取り出した情報を関連付けた

思考や自分の考えを書くこと（説明）に課

題がみられました。 

 

 国語→目的や意図に応じて、表を基に自

分の考えを書くこと 

 算数→割合の意味理解 

   →示された除法の式の意味の説明

を書くこと                   

【児童質問紙に関する結果】 

教科の調査とあわせて児童質問紙も行われました。 

家庭での生活習慣や学習習慣、子どもの意識など、多くの項目において本校の子どもの質問紙への回

答状況は良好でした。自分にはよいところがあり、将来の夢や目標をもっている子どもの割合が高いこ

とから、昨年度までの道徳教育や人権教育の取組の成果だと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の調査結果を手がかりにして、子どもたちが未来を拓くために必要な確かな学力を確実に身につ

けられるよう、今後も学校・家庭・地域との連携・協働を充実させていきたいと考えています。 


